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免責事項
本免責事項の適用上、次のとおり定義します。

- 会社  (本免責事項では「当社」と表記します)  とは、Vitextra SIA (Matīsa iela 61-25, Rīga, LV-1009, Latvia) を指しま
す。

- 本ドキュメントとは、ナレッジベースの記事を指します。
- お客様とは、本ドキュメントにアクセスする個人、または該当する場合は、その個人が本ドキュメントにアクセ

スまたは使用する際に代理となっている会社その他の法人を指します。
- 本 Web サイトとは、https://vitextra.com からアクセスできる Vitextra を指します。

免責事項

本ドキュメントに記載されている情報は、一般的な情報提供のみを目的としています。

当社は、本ドキュメントの内容における誤りや脱漏について、一切責任を負いません。

いかなる場合も、契約上の訴訟、過失、その他の不法行為上の訴訟であるかを問わず、本ドキュメントの内容の使

用に起因または関連して生じる、特別損害、直接損害、間接損害、結果的損害、付随的損害、またはその他一切の

損害について、当社は責任を負いません。当社は、事前の通知なく、いつでも本ドキュメントの内容に追加、削

除、または変更を行う権利を留保します。

誤りおよび脱漏に関する免責事項

本ドキュメントに記載されている情報は、関心のある事項に関する一般的な指針を示すことのみを目的としていま

す。そのため、本ドキュメントの内容を最新かつ正確に保つために当社があらゆる予防措置を講じている場合で

も、誤りが生じる可能性があります。また、法律、規則、規制は変化するため、本ドキュメントに記載されている

情報に遅れ、脱漏、または不正確な点が含まれる場合があります。

当社は、誤りや脱漏、またはこの情報の使用によって得られた結果について、責任を負いません。

フェアユースに関する免責事項

当社は、著作権者から明示的な許可を得ていない著作物を使用する場合があります。当社は、批評、論評、ニュー

ス報道、教育、学術研究、または調査の目的で、そのような資料を提供しています。

当社は、これが、米国著作権法第  107  条に規定されている、当該著作物の「フェアユース」にあたると考えていま
す。

お客様が、フェアユースの範囲を超えて、ご自身の目的で本ドキュメントの著作物を使用することを希望される場

合は、著作権者から許可を得る必要があります。

「自己責任での使用」に関する免責事項

本ドキュメントのすべての情報は、完全性、正確性、適時性、またはこの情報の使用によって得られる結果につい

て何ら保証することなく、また、性能、商品性、特定目的への適合性に関する保証を含むがこれらに限定されな

い、明示または黙示を問わずいかなる種類の保証もなく、「現状のまま」提供されます。

当社は、本ドキュメントに記載されている情報に依拠して行われた判断や措置、または結果的損害、特別損害、も

しくはこれらに類する損害について、たとえそのような損害の可能性について知らされていた場合でも、お客様ま

たはその他の者に対して責任を負いません。

お問い合わせ

本免責事項についてご不明な点がある場合は、メール (support@vitextra.com) でお問い合わせください。
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Policy Acknowledgementのキャンペーンを作成・開始する方法

キャンペーンはポリシーのバージョンを対象者に割り当てます。そのポリシーの管

理が許可されたアカウントでPolicy  Managerを使用してください。先にポリシーを
公開します。キャンペーンの選択画面には、公開済みとレビュー中のポリシーが

表示されます。

ポリシーとキャンペーンの種類を選択する

1 新しいキャンペーンを選択します。
2 ポリシーとタイプでポリシーを選択し、バージョンを確認します。
3 キャンペーンタイトルを入力します。
4 キャンペーンの種類を選択します。初回のパイロットには単発を使用します。ほ
かにはアップデート、定期的な閲覧確認、**継続的（新たに対象となった従業
員）**があります。

5 対象者の手順に進みます。

対象者を定義してプレビューする

グループ、属性条件、個別の従業員を追加し、除外を確認します。ポリシー、バー

ジョン、対象者を変更した後は再計算するを使用し、意図した開始内容をプレ

ビューに反映します。総数と部門別の内訳の両方を確認してください。詳しい選

択ルールはKB10504.  ポリシーキャンペーンの対象者を設定する方法を参照してく
ださい。

警告

グループ、個別ユーザー、属性条件がない対象者設定では、すべてのディレクト

リユーザーを起点に除外条件を適用します。小規模なパイロットを行う場合は

空のままにしないでください。

期限とリマインダーを設定する

割り当てから  N  日を選択して日数を入力するか、日付固定を選択して日付を指定
します。初回の開始時には、相対的な期限は開始時刻から計算されます。

割り当て通知、期限前の日数、期限当日、期限超過後の繰り返しリマインダー、

エスカレーションの設定を確認します。設定はキャンペーンとともに保存されま

すが、自動実行には別のサービスが必要です。期限超過後の繰り返しリマイン
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ダーを0にすると、繰り返し通知は行われません。

開始前のキャンペーン確認

具体的な成果に向けてキャンペーンを計画する

開始前に、誰がどのバージョンを、なぜ受け取るべきかを明示します。有用な

キャンペーン名は、初回展開と後の更新、他部門への割り当て操作を所有者が区

別するのに役立ちます。名前は管理上の情報であり、作成される作業を決めるの

は選択したポリシーバージョンと実際の対象者です。

試験では、意識的に限定した集団と、所有者が質問を調査できる期限を使用しま

す。従業員にソースとリーダーページへのアクセスがすでにあることを確認しま

す。対象者への一致は割り当てを作成し、ソース権限は作成しません。同様に、通

知設定が有効でも別の配信サービスが動作している証拠にはなりません。

バージョンと対象者を一緒に確認します。以前のバージョンを確認した人には新

しいリリースが必要でも、選択バージョンの免除されていない既存割り当てを持

つ人はスキップされます。その割り当ては別のキャンペーンに属する場合もあり

ます。プレビューと想定する新規タスク数が異なる場合はKB10520.  開始前にキャ
ンペーンの対象者を確認する方法を確認してください。

開始の例を確認する

バージョン1.0の試験プレビューに6人の従業員がいるとします。二人は以前の
キャンペーンからそのバージョンの免除されていない割り当てをすでに持ち、残

りの従業員にはありません。開始が成功すると4件の新しい割り当てが作成されま
す。プレビューの選択人数は正しく、開始時に追加の重複チェックが適用された
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結果です。

開始操作を選ぶ前に、以前に割り当てられた従業員と新しい従業員を一人ずつ確

認します。これにより想定する違いが明確になります。開始後、新しい従業員に目

的のバージョンと期限のタスクがあることを検証します。数をプレビュー総数ま

で増やすためだけに、別のキャンペーンを作成しないでください。

所有者が後にバージョン2.0を公開すれば、重複チェックでは別のバージョンにな

ります。別の更新キャンペーンで適格な従業員に新リリースを割り当てられます。

公開しても過去の未完了タスクがすべて取り消されるわけではないため、新キャ

ンペーンが自動的に置き換えると考えず、改訂の一環としてそれらを確認します。

作業を重複させずに開始エラーに対処する

アプリケーションは割り当てを追加する前にアクティブなキャンペーンを保存し

ます。その後カウンターを更新し、監査イベントを書き込みます。これらは一体

の全成功・全失敗のトランザクションではありません。そのため、エラー後も

キャンペーン、一部の割り当て、または割り当て作成の完了とその後のログ失敗

が残る場合があります。

再試行前にポリシーを再読み込みし、キャンペーンと従業員の割り当てを調べま

す。キャンペーン識別子と意図した対象者を記録します。選択バージョンをすでに

持つユーザーを確認し、まだ不足するものを特定します。キャンペーン状態だけ

では、目的の全割り当てが作成されたことを示せません。

確認の成功後、キャンペーンカウンターは別途更新されます。概要が古く見える

場合、従業員に再確認を求めず、基になる割り当てを比較します。KB10523.  ポリ
シーキャンペーンを監視して停止する方法の監視手順は、キャンペーン概要と割

り当て単位の結果を区別するのに役立ちます。

開始して割り当てを確認する

確認と開始で、選択したポリシー、バージョン、対象者、期限設定を確認します。

キャンペーンを開始するを選択します。表示された作成件数を確認し、パイロッ

トの従業員としてMy Policiesを開きます。

作成件数はプレビューより少ない場合があります。同じポリシーバージョンの割

り当てが既にあるユーザーは、既存の割り当てが免除でない限り開始時にスキッ

プされます。確認済みの割り当てもスキップされます。このチェックはキャンペー
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ンをまたいで適用されます。そのため、定期的な種類を選ぶだけでは、同じバー

ジョンの新しい確認を強制できません。

常時実行の処理や後の対象者再計算は、サービスコンポーネントに依存します。

キャンペーンの停止はキャンペーンの状態を変更しますが、既存の割り当て自体

は取り消しません。割り当てを取り消す手順として使用しないでください。
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